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Ⅰ．概 況 

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の分類が５類に移行し、新しい生活様式が定

着した中、電話投票の売上は増加し続け、総売上は、微増であるが、対前年度比０.３％増

の２兆４,２２０億円と３年連続で歴代最高売上を更新した。 

このような中、国土交通大臣の指定を受けた競走実施機関として、競走実施業務を適切

かつ確実に実施することを最重点事業として位置付け、「審判、検査等の競技関係事務」、

「選手、ボート・モーター、審判員及び検査員の登録」、「選手の出場のあっせん」、

「選手、審判員及び検査員の養成及び訓練」、その他の業務を公正･円滑に実施した。 

競技運営においては、より的確な判定を行うためＳＧ審判員制度を継続実施したほか、

競技運営に関する監査委員会による審判・検査業務及びその他公正安全な競技運営の実施

に関する監査を行った。また、各種登録事務のデジタル化を推進するため、登録簿の電磁

的記録媒体による管理への移行や、登録票交付廃止の検討を行った。 

レースの公正を害する行為の再発防止のため、選手指導を徹底するとともに、全選手宿

舎の監視カメラを増設する等の管理・検査体制を強化した。また、全ての業界関係者が各

種法令を遵守し、社会的責任を果たすコンプライアンス体制を構築するため、コンプライ

アンス委員会を開催した。 

スタート事故防止においては、スタート事故率が０.３０４と事故防止目標の達成とはな

らなかったが、返還率については１.１５４％と３年ぶりの目標達成となった。スタート事

故をはじめとする各種事故防止の指導強化に向け、デジタルサイネージ、空中線ライブ映

像カメラ等を導入し、指導方法の改善を図るとともに、スタート事故防止に向けたテクノ

ロジー活用研究委員会と連携し、スタート事故防止に関する実験を行った。 

養成訓練においては、より効果的な訓練が行えるよう、体幹トレーニングに必要な設備

や器具を導入したほか、栄養学に関する指導を行い、体質別の食事指導・適切な減量方法

に関する教育を行った。また、選手を招聘した訓練や能力別訓練等の実施により、操縦訓

練の充実に努めた。 

スター選手の育成においては、トップルーキー及びフレッシュルーキーの対象選手を新

たに選出し、地区内でのあっせん優遇措置、操縦・整備の実技訓練やプロ意識・メンタル

等の向上を目的とした講習会を実施したほか、広報活動として、注目度の高い選手のプロ

モーション活動やマスメディアへの露出を積極的に展開した。 

その他、出場選手へ快適な環境を提供するため、ボートレース戸田、平和島及び福岡の

選手宿舎を新築した。 

また、競走会が運営するボートレースチケットショップでは、ギャンブル等依存症対策

として窓口対応するとともに場内にポスターを掲示する等の啓発を行った。 
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Ⅱ．実施した競走実施業務に関する事業 

 

１．競技関係事務 

  下表の競走実施に伴い、モーターボート競走法第３３条第１号に基づき、以下の競

技関係事務を実施した。 

  なお、開催日数は前年度より１９日多い４,６１９日となった。 

ボートレース場 開催日数 

桐 生 １８８日（全日程ナイター） 

戸 田 １９８日 

江戸川    １８２日 

平和島    １８０日 

多摩川 １９４日 

浜名湖 ２００日 

蒲 郡    ２００日（全日程ナイター） 

常 滑    ２００日 

津    １７９日 

三 国 １９２日 

琵琶湖    １８６日 

住之江    １９８日（うちナイター１８８日） 

尼 崎    １８６日 

鳴 門 １８０日 

丸 亀 １８３日（全日程ナイター） 

児 島 １９８日 

宮 島    ２０１日 

徳 山 １９８日 

下 関 
１９４日 

（全日程ナイター、うちミッドナイト２６日） 

若 松 
１９５日 

（全日程ナイター、うちミッドナイト２７日） 

芦 屋 １９８日 

福 岡 １９１日 

唐 津 １９８日 

大 村 
２００日 

（全日程ナイター、うちミッドナイト２８日） 

合 計 
４,６１９日 

（うちナイター１,３４８日） 
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（１）選手、ボート及びモーターの検査に関する事務 

モーターボート競走法第３３条第１号に基づき、選手、ボート及びモーターの検

査を行った。選手に対する検査は、身体上の支障の有無、体重等の測定を行い、

ボート及びモーターに対する検査は、ボート及びモーター登録規格に規定する要件、

構造上の欠陥の有無等の確認を有資格者である検査員が行った。 

また、公正を害する行為の再発防止の観点から、全場に配備したゲート型及びハ

ンディ型金属探知機を活用し、私物検査を行った。 

 

（２）競技の審判に関する事務 

モーターボート競走法第３３条第１号に基づき、競走に出場したモーターボート

の出走、失格及び着順を判定し、並びに勝舟の決定を有資格者である審判員が行っ

た。 

また、判定用カメラ（センターカメラ及び各コーナーカメラ）の映像を活用した

審判判定を行うとともに、出場選手に対しては、過去の事故映像を用いた指導や競

走水面の特性等についての指導を行った。 

 

（３）選手の管理に関する事務 

モーターボート競走法第３３条第１号に基づき、前日検査から管理解除までの間、

選手を外部と遮断した。 

また、公正を害する行為の再発防止の観点から更なる選手管理を徹底するため、

前検日に全能力を発揮するよう指導を行うとともに、競技部内における抜き打ち私

物検査の実施、職員の巡回等による監視体制の強化、記者を含めた関係者による通

信機器の使用禁止の徹底を図った。 

選手宿舎においては、電波遮断装置をボートレース浜名湖へ新規導入するととも

に、電波検知装置のフィールドテストをボートレース尼崎にて実施した。併せて、

全選手宿舎の監視カメラを増設するとともに、貴重品管理を徹底するため、個人別

保管庫を設置した。 

 

（４）その他競技運営事務 

モーターボート競走法第３３条第１号に基づき、モーターボートの確認、出場準

備、紹介、救助、番組編成、燃料管理、選手宿舎の運営等に関する事務を行った。 

 

２．選手、競走に使用するボート及びモーター、審判員並びに検査員の登録 

（１）選手、審判員及び検査員の試験 

選手資格検定試験を２回（第１７１回、第１７２回）、審判員資格検定試験を１

回（第１３１回）、検査員資格検定試験を１回（第１１１回）実施し、選手５２名、

審判員１３名、検査員１３名が合格した。  
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（２）選手、審判員及び検査員の登録 

（ア）登録更新検査及び再登録検査 

登録更新検査（選手１３回、審判員１３回、検査員１３回）を実施した。 

 

（イ）登録及び登録消除  

 項  目 選  手 審判員 検査員 

令和４年度末の登録者 
１,６０９名  

（２５３） 

４４３名  

（１２） 

４４６名  

（１２） 

登録者（再） 
０名  

（０） 

１名  

（１） 

１名  

（１） 

登録者（新） 
５２名  

（１８） 

１３名  

（０） 

１３名  

（０） 

消除者 
４７名  

（１０） 

１３名  

（１） 

１３名  

（１） 

令和５年度末の登録者 
１,６１４名  

（２６１） 

４４４名  

（１２） 

４４７名  

（１２） 

（  ）内は女子の人数 

 

（ウ）選手、審判員及び検査員登録事務のデジタル化 

選手、審判員及び検査員登録簿の電磁的記録媒体による管理への移行や、各登

録票交付廃止の検討を行った。 

 

（３）ボート・モーターの検査及び登録 

（ア）登録検査 

ボート及びモーターの登録検査を各所有者の申請に基づき、ボートレース場

（ボートについては、ヤマト発動機株式会社で実施）において、ボート２４回、

モーター２３回実施した。 

 

 （イ）登録及び登録消除 

項  目 ボート モーター 

令和４年度末の登録数 １,５６４隻  １,５２０基  

登録数（再）    ０隻    ０基  

登録数（新） １,５６０隻  １,４５３基  

消除数 １,６８９隻  １,６４３基  

令和５年度末の登録数 １,４３５隻  １,３３０基  
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（ウ）ボート及びモーター登録事務のデジタル化 

ボート及びモーター登録簿の電磁的記録媒体による管理への移行や、各登録票

交付廃止の検討を行った。 

 

（４）選手、審判員及び検査員登録資格審査会 

第６３回選手、審判員及び検査員登録資格審査会を開催し、登録資格審査会運営

の基本方針について審議検討を行った。 

 

３．選手の出場のあっせん 

（１）選手の出場のあっせん 

モーターボート競走法第３３条第３号に基づき、競走の公正かつ円滑な実施を図

るため、選手の出場あっせんを行った。 

項目 

 月 
選手 

総数 

あ っ せ ん 日 数 開催 

日数 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 

 ４ 月 1,586 14.5 14.6 11.1 7.8 378 

 ５ 月 1,608 15.6 15.4 12.3 8.6 398 

 ６ 月 1,603 15.7 16.0 12.5 9.2 395 

 ７ 月 1,602 15.0 15.2 12.2 9.6 407 

 ８ 月 1,597 15.3 15.8 12.4 9.2 417 

 ９ 月 1,595 13.9 13.9 10.7 7.7 363 

１０月 1,590 14.3 14.3 11.3 7.5 359 

１１月 1,614 13.3 13.3 10.2 7.0 327 

１２月 1,612 16.0 15.9 12.9 9.0 412 

 １ 月 1,612 15.7 15.9 12.3 8.7 417 

 ２ 月 1,596 14.7 14.2 11.2 7.3 368 

 ３ 月 1,596 14.9 14.8 11.7 8.0 378 

令和５年度平均 1,601 14.9 14.9 11.7 8.3 385 
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（２）選手出場あっせん委員会 

選手出場あっせん規程に基づき、選手級別の決定、選手出場あっせん保留等、選

手の出場のあっせんに関する重要事項を審議するため、４回開催した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

２１１ 
令和５年 

５月 ９日  

青葉六本木

ビル 
５名  

（審議事項） 

1.選手級別の決定について 

（報告事項） 

1.選手出場あっせん規程実施細

則第７条第１項第８号該当選

手について 

2.選手出場あっせん規程実施細

則第１２条第１項第２号適用

選手について 

3.選手出場あっせん規程実施細

則第１２条第１項第３号適用

選手について 

4.令和４年度選手出場あっせん

の状況について 

5.令和５年のあっせん拒否状況

について 

２１２ ９月  ７日付 書面決議 ５名  

（審議事項） 

1.選手出場あっせん規程第８条

等の可否について 

２１３ １０月 ２日付 書面決議 ５名  

（審議事項） 

1.選手出場あっせん規程実施細

則の適用条項変更の可否につ

いて 

２１４ １１月１３日  
青葉六本木

ビル 
５名  

（審議事項） 

1.選手級別の決定について 

（報告事項） 

1.選手出場あっせん規程実施細

則第７条第１項第８号該当選

手について 

2.選手出場あっせん規程実施細

則第１２条第１項第２号適用

選手について 

3.選手出場あっせん規程実施細

則第１２条第１項第３号適用

選手について 

4.令和６年のあっせん拒否状況

について 
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（３）ボートレースオールスター出場選手選考委員会 

全国ファン投票による出場選手の選考を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

１１月１７日 

BOATRACE 

六本木 
６名  

1.第５１回ボートレースオール

スターファン投票の実施方法

について 

２ 

令和６年 

 ３月１３日

  

青葉六本木

ビル 
６名  

1.第５１回ボートレースオール

スターファン投票の実施結果

について 

2.第５１回ボートレースオール

スター出場選手の選考につい

て 

 

（４）レディースオールスター出場選手選考委員会 

全国ファン投票による出場選手の選考を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

９月１１日 

青葉六本木

ビル 
６名  

1.第８回レディースオールス

ターファン投票の実施方法に

ついて 

２ １１月１７日 
BOATRACE

六本木 
６名  

1.第９回レディースオールス

ターファン投票の実施方法に

ついて 

３ １２月１２日 
青葉六本木

ビル 
６名  

1.第８回レディースオールス

ターファン投票の実施結果に

ついて 

2.第８回レディースオールス 

ター出場選手の選考について 

４ 
令和６年 

 ３月１３日  

青葉六本木

ビル 
６名  

1.第９回レディースオールス

ターファン投票の実施結果に

ついて 

2.第９回レディースオールス 

ター出場選手の選考について 
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（５）選手出場あっせんに関する会議等 

（ア）あっせん事務連絡会議 

あっせん業務の円滑な実施を図るため、次年度のあっせんに関する方針、規則

改正等を関係者に周知するため開催した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

 

１ 

令和５年 

１２月１５日 

ビジョン

センター

品川 

７０名  

（検討事項） 

1.令和６年度グレード別競走開

催予定表について 

2.令和６年度ＧⅠ・ＧⅡ競走の

選出方法について 

3.令和６年度女子選手あっせん

について 

4.令和６年度企画レースの申請

について 

5.２０２４スター候補選手につ

いて 

6.ルーキーシリーズ及びヴィー

ナスシリーズ出場対象選手に

ついて 

（報告事項） 

1.令和５年度不参加・出場取消

状況等について等 

 

（イ）地区別あっせん研究会 

あっせん業務の円滑な実施を図るとともに、現行制度、規則等の改善点を研究、

協議するため開催した。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和５年 

７月３１日 

ビジョンセン

ター品川 
２３名  

1.あっせんに関する諸問題について 

2.番組編成に関する諸問題について 
８月 ８日 

リファレンス

大阪第４ビル 
２５名  

８月２２日 
リファレンス

駅東ビル 
２４名  

 

（６）あっせん及び番組編成支援システムの維持管理及び改善 

あっせん及び番組編成支援システムの効率化を図るため、振興会と協力して、作

業上の各種改善を図るとともに、同システムの維持管理に努めた。 
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４．選手、審判員及び検査員の養成及び訓練 

（１）選手、審判員及び検査員の養成 

（ア）選手の養成 

選手の養成訓練においては、訓練の質の向上を図るため、体幹トレーニングに

必要な設備や器具を新たに導入し、トレーニングマニュアルを周知した上でト

レーニングを実施した。また、栄養学に関する指導を行い、体質別の食事指導・

適切な減量方法に関する教育を行った。 

※第１３４期から第１３５期へ女子１名編入  

 

（イ）審判員及び検査員の養成 

期  別 

区  分 

第８７期審判員 

第８８期検査員 

応 募 者 数 （男）３３ （女）０ 

合 格 者 数 ２８ ０ 

入 所 者 数 １４ ０ 

養 成 期 間 
令和５年４月  １日～ 

令和６年３月２２日 

修 了 者 数   １３    ０ 

  

期  別 

区  分 

第１３３期 

選 手 

第１３４期 

選 手 

第１３５期 

選 手 

応募者数 

一般 特別 一般 特別 一般 特別 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

1,013 203 1 0 1,098 236 1 0 851 183 1 0 

第 １ 次 

合格者数 
135 36 － － 135 48 － － 135 48 － － 

第 ２ 次 

合格者数 
69 20 － － 69 25 － － 69 25 － － 

第 ３ 次 

合格者数 
42 10 0 0 38 14 0 0 38 14 0 0 

入所者数 42 10 0 0 38 14 0 0 38 14 0 0 

養成期間 

令和４年１０月１日 

～ 

令和５年９月２２日 

令和５年４月  １日 

～ 

令和６年３月２２日 

 

令和５年１０月１日 

～ 

令和６年９月２０日 

（予定） 

修了者数 

又は 

現在員数 

男 女 男 女 男 女 

１８ ９ １６ ９ １９ ９ 
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（２）選手、審判員及び検査員の訓練 

（ア）選手定期訓練 

１,４４４名の選手（登録２年以上）を対象に１８回にわたり競走の健全化及び

競走の技術の向上を図るため指導を行うとともに、併せて選手の資質向上を図る

ため講話等を実施した。 

回 実施年月日 実施場所 参加者数 内 容 

１ 
令和５年 

５月１０日～１２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ 

養成所 

８０名 
1.業務指導 

(1)業務部 

(2)調査室 

2.講話 

(1)｢プロスポーツ選手の

ためのコンプライアン

ス講話｣ 

(2) ｢ＳＮＳ・インター

ネットトラブル回避講

話」 

(3)｢目の衰えを防止するた

めのビジョントレーニン

グ｣ 

(4)｢競技能力を向上させ

るためのビジョント

レーニング」 

(5)｢公営競技選手の在り

方」(登録１０年選手

のみ) 

3.体育 

(1)体幹トレーニングの概

要、トレーニングマ

ニュアル説明（座学） 

(2) 体組成測定及び体幹  

トレーニング 

(3)コンディショニングスト

レッチ 

２ ５月１５日～１７日 ８５名 

３ ５月２４日～２６日 ８５名 

４ ５月２９日～３１日 ８７名 

５ ６月 ５日～ ７日 ８７名 

６ ６月１９日～２１日 ８９名 

７ ６月２６日～２８日 ９１名 

８ ７月 ３日～ ５日 ８３名 

９ ７月１０日～１２日 ８３名 

１０ ７月１８日～２０日 ７６名 

１１ ８月２８日～３０日 ７７名 

１２ ９月１３日～１５日 ９３名 

１３ １０月２５日～２７日 ８４名 

１４ １１月 ６日～ ８日 ８０名 

１５ １１月２７日～２９日 ７９名 

１６ １２月 ６日～ ８日 ６０名 

１７ １２月１８日～２０日 ４８名 

１８ 
令和６年 

２月２０日～２２日 
７７名 
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（イ）新人選手定期・臨時訓練 

１１０名の選手（登録２年未満の者及び登録５年未満のＢ１級以上未経験の者）

を対象に４回にわたり競走の健全化及び競走の技術の向上を図るため、操縦を主

体とした実技訓練及び指導等を実施した。 

回 実施年月日 実施場所 参加者数 内 容 

１ 
令和５年 

 ９月 ４日～ ７日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ 

養成所 

２８名  
1.操縦 

2.整備学 

3.業務指導 

(1)調査室 

(2)養成所 

4.講話 

(1)｢モラル・コンプライ

アンス講話｣ 

5.体育 

(1)体幹トレーニング 

(2)体組成測定 

２  ９月２５日～２８日 ２９名  

３ １０月１０日～１３日 ２４名  

４ １０月１７日～２０日 ２９名  

 

（ウ）選手会支部別自主訓練 

選手の資質向上並びにスター選手育成を目的として、ボートレース場等におい

て模擬レース等の実技訓練を行い、新人選手を中心とした指導を行った。 

 

（エ）審判員及び検査員定期訓練 

４３１名の審判員及び検査員を対象に１４回にわたり競走の健全化及び競技運

営の技術の向上を図るため業務報告を行うとともに、併せて審判員及び検査員の

資質向上を図るため実務に即した講話等を実施した。 

回 実施年月日 実施場所 参加者数 内 容 

１ 
令和５年 

１０月２９日・３０日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

桐生 
３３名  

1.業務報告 

(1)業務部 

(2)調査室 

(3)企画部 

2.講話 

(1)｢公営競技実務者のた

めのコンプライアン

ス講話｣ 

(2)｢預かり品の適切な管理」 

3.施設見学(レース場のみ) 

4.救急救命法(第２・３

・６・１０回のみ) 

5.整備関係実技訓練(第４・

１２回若手実務者のみ) 

２ １１月 １日・ ２日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
３６名  

３ １１月 ９日・１０日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
４３名  

４ １１月１３日・１４日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
２９名  

５ １１月１７日・１８日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

下関 
３１名  

６ １１月２０日・２１日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
２４名  

７ １１月２３日・２４日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

児島 
３２名  
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８ １２月 １日・ ２日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

桐生 
２８名  

 

９ １２月２４日・２５日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

下関 
３９名  

１０ 
令和６年 

１月１１日・１２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
３５名  

１１ １月１５日・１６日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

桐生 
１７名  

１２ ２月 ５日・ ６日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ

養成所 
２４名  

１３ ２月 ７日・ ８日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

下関 
４０名  

１４ ２月２８日・２９日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ

児島 
２０名  

 

（３）ボートレーサー養成所の運営 

（ア）施設の維持管理 

各種設備、機材及び機器類の点検管理に万全を期し、選手、審判員及び検査員

の養成訓練並びに定期訓練の施設としての機能維持に努めるとともに、修繕計画

に基づく各種設備、機材及び機器類の修繕等を行った。 

 

（イ）施設の活用 

選手、審判員及び検査員の養成訓練並びに定期訓練の施設として活用した。 
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５．選手、審判員及び検査員の褒賞及び懲戒 

（１）選手、審判員及び検査員の褒賞懲戒審議会 

選手、審判員及び検査員褒賞懲戒規程に基づき、褒賞及び懲戒に関する事項を

審議するため、選手、審判員及び検査員褒賞懲戒審議会を７回開催した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

３５２ 
令和５年 

５月１７日 

青葉六本木

ビル  
９名  

選手の褒賞      １０名 

実務者の褒賞   ３名 

選手の懲戒    ９名 

３５３ ７月２６日 
青葉六本木

ビル 
９名  

選手の褒賞      １２名 

実務者の褒賞     ３名 

選手の懲戒      ７名 

検査員の懲戒     １名 

３５４ １０月 ４日 
BOATRACE

六本木 
１０名  

選手の褒賞      １３名 

実務者の褒賞     ３名 

選手の懲戒      ４名 

３５５ １２月 ８日 
青葉六本木

ビル 
１０名  

選手の褒賞       ９名 

実務者の褒賞     ６名 

選手の懲戒        ７名 

３５６ 
令和６年 

２月２８日 

青葉六本木

ビル 
１０名  

選手の褒賞      ２４名 

実務者の褒賞     ５名 

選手の懲戒        ３名 

３５７ ３月１５日 
青葉六本木

ビル 
９名  選手の懲戒        ２名 

３５８ ３月２６日 
青葉六本木

ビル 
９名  選手の懲戒        １名 

 

（２）公正の確保 

（ア）競走の公正を害する行為の防止対策の調査研究 

（ａ）全国公正指導委員会議 

競走運営の健全化に資するため、競走の公正を害する行為の防止に関する調査

研究及び選手の動向調査並びに指導事項の検討を行った。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年３月６日 
BOATRACE 

六本木 
３２名  

1.褒賞懲戒審議会の結果につ

いて 

2.選手関係諸問題について 

3.選手指導について 

4.諸情報の交換 
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（ｂ）公正業務の現地調査 

担当者が現地に赴き諸情報を収集し、競走の公正を害する行為の防止を図った。 

実施年月日 実施場所 回  数 内  容 

令和５年４月 

～ 

  令和６年３月 

各 地 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ場等 
２回  1.諸情報の収集 

 

（ｃ）公正指導員会議 

円滑かつ効果的な調査活動を促進するため、各地区の公正指導員に対し調査活

動に必要な知識を付与し、併せて情報の交換を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

９月  ８日 

青葉六本木 

ビル 
１２名  

1.諸情報の交換 

２ 
令和６年 

３月  ７日 

青葉六本木 

ビル 
１４名  

 

（ｄ）公営競技公正連絡会議 

公営競技５団体相互の緊密な連携を図るとともに、公営競技の健全な発展を期

すため情報の交換を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

９０ 
令和５年 

 ８月 ３日 
ＪＫＡ ２０名  

1.諸情報の交換 

９１ １２月 ７日 ＪＲＡ ２１名  

 

（ｅ）ボートレースの公正確保に関する検証委員会 

ボートレースの公正確保に必要な事項について、専門的な知識を有する関係者

等による検証を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

５ 
令和５年 

８月１０日付 
書面決議 １１名  

1.レースに関する対応につい

て 
６ ９月 ６日  

BOATRACE 

六本木 
１０名  

７ 
令和６年 

２月 ８日    

BOATRACE 

六本木 
１１名  
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（ｆ）ボートレースのコンプライアンス委員会 

全ての業界関係者が各種法令を遵守し、社会的責任を果たすコンプライアンス

体制の構築を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

７月１３日 

BOATRACE 

六本木 
１４名  

1.コンプライアンス体制の構

築について 

２ 
令和６年 

２月 ８日 

BOATRACE 

六本木 
１４名  

1.令和５年度コンプライアン

ス研修会の結果について 

 

（ｇ）インターネットの監視システムの運用 

ＳＮＳ等での公正を害する行為に関する書き込み並びに選手のＳＮＳ等での発

信内容を把握するため、外部業者と契約し、インターネット上の書き込みを監視

した。 

 

（イ）ふれあい研修会 

本会支部が主催するふれあい研修会において、選手及び家族に対して選手とい

う職業への理解を深めるための指導を行った。 

実施年月日 実施回数 参加者数 

令和５年６月～１１月 １９回 

総  数   ６５１名 

選  手    ３３５名 

家  族    １８４名 

関係者     １３２名 

 

（ウ）選手等への指導強化 

（ａ）新人選手の指導強化 

新人選手に対する指導要領に基づき選手会及び公正指導委員と協力し、個人面

談等において初出走に向けた心構え等の指導や、選手会主催の再訓練において新

人選手の懲戒事例や各種事故の状況について指導を行った。 
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（ｂ）競走会と保安協会との地区別情報交換会議 

保安協会との緊密な連携を図るとともに、ボートレースの健全な発展を期すた

め情報の交換を行った。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和５年 

１０月１５日 
東海支局 １４名  

1.選手関係諸問題 

2.諸情報の交換 

１０月２８日 ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ住之江 １７名 

１１月 ５日 ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ宮島 １６名 

１１月２３日 ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ若松 １４名 

１２月 １日 ＴＫＰ大森 １９名 

 

（ｃ）面談による選手の指導 

全選手を対象としたモーターボート競走選手倫理規程やモラル・コンプライア

ンスを確認する面談を実施し、特に登録１０年未満の選手に対しては複数回の面

談を実施した。 

 

（ｄ）選手養成員への指導 

モーターボート関係調査室よりデビュー前の選手養成員に対し、３回に分け

「関係者としての日常の心構え」、「競走法の罰則と褒賞懲戒審議会での事例」、

「トラブルへの対応等の私生活のあり方」について指導を行った。 

 

（エ）内部通報制度による情報収集 

選手及びその家族に対し、私生活上の諸問題、仕事に関する疑問等について相

談できる環境づくりとして、従来のフリーダイヤル対応のほか、メールによる相

談対応を行い情報収集に努めた。また、新人選手やその家族に対しフリーダイヤ

ル等の周知を行った。 
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６．ボート及びモーターの改良、競技に必要な設備の改善並びに競技の実施方法に関す

る調査及び研究 

（１）競技運営の改善研究 

（ア）競技運営の改善、合理化 

（ａ）競技運営研究委員会 

競走運営の円滑な実施を図るため、競技運営、選手関係諸問題等、現行諸制度

について検討した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１１９ 
令和５年 

１２月 ７日 青葉六本木        

ビル 

９名  

1.競技運営関係諸問題について 

１２０ 
令和６年 

１月１５日 
９名  

 

（ｂ）各種実務担当者会議 

①審判委員長・競技委員長会議 

競技運営の円滑な実施を図るため、各地の審判委員長及び競技委員長を招致し、

競技運営上の諸問題について検討した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

１０月１１日 
青葉六本木

ビル 

及び各支局 

(リモート) 

４８名  1.競走の公正確保について 

2.競技運営関係諸問題について 

3.審判関係諸問題について ２ 
令和６年 

３月 ８日 
４４名  

 

②地区代表実務検討会 

地区別実務検討会においてとりまとめられた結果を代表支部が持ち寄り、検討

を行った。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年３月２１日 

青葉六本木

ビル 

及び各支局 

(リモート) 

７名  1.競技運営関係諸問題について 

 

  



18 

③審判判定研究部会 

競技運営の円滑な実施を図るため、各地の審判委員長・副審判委員長を招致し、

審判判定上の諸問題について検討した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

６月 ９日 

青葉六本木

ビル 

及び各支局 

(リモート) 

２１名 
1.競技規程第２１条に関する判定

（判断）基準の整理について 

2.判定の検証について 

3.失格欠場艇表示盤の消灯につ

いて 

4.多角的な審判判定映像の検討

について 

２ ７月１１日 ２２名 

３ 
令和６年 

１月２３日 
２１名 

４ ３月２５日 ２３名 

 

④ＳＧ競走等実施要綱打合せ会議 

全国発売対応として、競走運営の統一を図るため開催した。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年１月３０日 
ビジョンセ

ンター品川 
６９名  

1.令和６年度ＳＧ競走等実施要

綱（案）について 

 

⑤レスキュー講習会 

レスキュー艇要員の更なる救助体制の充実と技量向上を目的として、海上保安

庁及び公益社団法人日本水難救済会職員の指導による「レスキュー救助の留意点」

の実技訓練等を実施した。 

回 実施年月日 実施場所 参加支部等 内  容 

１ 
令和５年 

 ８月３１日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

宮島 
鳴門、丸亀、宮島 

1.業界の一般情勢 

2.ＶＴＲ検証・指導 

3.救助実技 

4.海上保安庁による講

義及び実技指導 

5.検討会 

２  ９月 ７日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

蒲郡 
蒲郡、常滑、津 

３ １０月 ３日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

桐生 

桐生、戸田、江戸川、 

平和島 

４ １０月１９日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

児島 

児島、徳山、若松、 

浜名湖 

５ １０月２２日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

尼崎 

三国、琵琶湖、 

住之江、尼崎、多摩川 

６ １１月 ７日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

下関 

下関、芦屋、福岡、 

唐津、大村、養成所 



19 

（ｃ）競技運営に関する調査研究 

競技運営上の諸問題に関する各種調査研究として、ボートレース常滑、津及び

児島における判定用カメラを更新するとともに、自動展示タイム計測システムの

導入に向けて、ハレーションに対するカメラ精度の調整を行った。 

また、お客さまの注目度の最も高いＳＧ競走及びプレミアムＧⅠ競走において、

より的確な判定を行うため、ＳＧ審判員が審判業務に関する調査研究を行った。 

 

（ｄ）競技運営に関する監査委員会 

法令に基づく公正かつ健全な競技運営に努めるため、審判、検査及びその他公

正安全な競技運営の実施に関する監査が行われた。 

回 実施年月日 実施場所 内  容 

１ 
令和５年 

５月２２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

若松 
1.審判業務に関する監査 

2.検査業務に関する監査 

3.公正安全な競技運営の実施に関する監査 

（実地監査及び書面監査） ２ 
９月１６日 

・１７日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

尼崎 

  

（ｅ）競走の公正に関する業務連絡会 

競走の公正に関する諸業務について、競走会、選手会、全施協、振興会及び保

安協会の５団体間での情報交換と情報共有を図ることを目的として開催した。 

実施年月日 実施場所 内  容 

令和６年３月２７日 
青葉六本木 

ビル 

1.競走の公正に関する業務連絡会について 

2.競技運営に関する監査委員会の報告 

3.業務監査委員会の報告 

4.競走会、選手会による業務連絡会の報告 

5.第５～７回ボートレースの公正確保に関

する検証委員会の報告 

 

（ｆ）競走運営に関する業務連絡会 

競走運営に関する諸問題について、選手会との情報交換と情報共有を図り、危

機管理の徹底と競走の公正の確保に努めることを目的として、１２回開催した。 

 

（ｇ）ボートレースコロナ対策決定本部会議 

競走会、選手会、全施協及び振興会で構成するボートレースコロナ対策決定本

部が主催する会議に参加し、感染症対策に関する検討を適宜行った。 

 

（イ）水上施設の改善研究等 

スタートに係る各種標識等の改善に関しての調査を行うとともに、施設・設備

を維持管理し、故障・不具合等を未然に防止するために策定した水上施設の点検

ガイドラインに基づく点検を行った。 
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（ウ）選手宿舎施設の新築・改修 

出場する選手に快適な環境を提供し、より一層の公正・安全な競技運営を実施

するため、ボートレース戸田、平和島及び福岡の選手宿舎を新築した。 

 

（２）事故防止対策 

（ア）各種事故の調査研究 

（ａ）スタート事故 

年間スタート事故防止目標を設定し、注意を喚起するとともに、事故防止目標、

連続無事故（２０日以上）を達成した支部に対し表彰を行った。 

併せて、スタート事故防止強化場を指定し、当該場においてスタート事故防止

に効果的な施設・設備の見直し等を行った。 

 

（ｂ）人身事故 

各地で発生した人身事故映像をもとに、選手定期訓練において映像を用いた指

導を行った。 

また、前検日において、各ボートレース場で発生した人身事故映像をもとに、

各支部がボートレース場固有の事故に対する指導を行った。 

 

（イ）スタート事故防止に関する選手指導 

スタート事故防止に関し、具体的な目標数値や事故状況等のデータ提供により

選手指導を行ったほか、スタート事故防止強化期間において、優勝戦・準優勝戦

での選手責任事由によるスタート事故者を支局に召致並びにルーキーシリーズま

たはヴィーナスシリーズでの選手責任事由によるスタート事故者を本部に召致し、

指導することでスタート事故防止の意識向上を図った。 

また、各種事故防止に向けた指導強化に向け、デジタルサイネージ、空中線ラ

イブ映像カメラ等のデジタル機材を全場へ導入し、視覚によるリアルタイムでの

気象情報等の確認が可能となるよう指導環境の改善を図った。 

なお、各種スタート事故防止目標の達成については次のとおりであった。 
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（ａ）事故率０.２９以内かつ返還率１.２０％以内  

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ場 事故率 返還率 

徳 山 ０.１５２ ０.３８％ 

福 岡 ０.１９４ ０.８２％ 

尼 崎 ０.２１０ ０.８５％ 

住之江 ０.２２７ ０.９４％ 

宮 島 ０.２４９ ０.８４％ 

大 村 ０.２５０ ０.８１％ 

芦 屋 ０.２６８ １.１１％ 

琵琶湖 ０.２７４ １.１５％ 

桐 生 ０.２７７ ０.８１％ 

下 関 ０.２８４ ０.７３％ 

丸 亀 ０.２８４ １.０６％ 

 

（ｂ）連続スタート無事故 

スタート無事故を連続２０日以上達成したのは、ボートレース琵琶湖、尼崎、

丸亀、宮島、徳山（１年間で２度達成）及び大村の計６場であった。 

 

（ｃ）全国ボートレース場事故率０.２９以内かつ地元ボートレース場事故率   

０.２９以内（選手会支部） 

令和４年１１月～令和５年４月 

選手会支部 全国事故率 地元事故率 

兵 庫 ０.１６４ ０.１３１ 

山 口 ０.１６６ ０.１１０ 

長 崎 ０.２０５ ０.１７４ 

広 島 ０.２３２ ０.１８１ 

三 重 ０.２４１ ０.１２１ 

滋 賀 ０.２７９ ０.１６３ 

大 阪 ０.２８３ ０.１７１ 

 

令和５年５月～１０月 

選手会支部 全国事故率 地元事故率 

静 岡 ０.２２７ ０.２６１ 

広 島 ０.２２９ ０.２１２ 

山 口 ０.２５７ ０.２１５ 
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（ウ）人身事故等の防止に関する選手指導 

選手の人身事故防止に対する意識の高揚を図るとともに、人身事故の未然防止

を促進するため、未然防止に貢献のあった選手を表彰した。 

登録番号 被表彰選手 登録番号 被表彰選手 

３７７６ 横井 健太 ３７９２ 田中  豪 

３７９６ 長野 道臣 ３９８３ 須藤 博倫 

４０２３ 柴田 友和 ４１４４ 石塚 久也 

４１８８ 久田 敏之 ４２３９ 竹田 辰也 

４３９１ 松田 祐季 ４４２０ 津久井拓也 

４４３８ 森作 雄大 ４５５８ 宮野  仁 

４７４０ 齋藤 達希 ４８１１ 向井田佑紀 

４８１８ 伏見 俊介 ４８１９ 蜂須 瑞生 

４８７６ 梅木 敬太 ４８８０ 澤崎 雄哉 

５０５８ 前原 大道 ５０８５ 中村 栄治 

５１７８ 成貞 琳平 ５１８９ 藤原 早菜 

５１９８ 奥村明日香   

 

（エ）テクノロジーを活用したスタート事故防止に関する調査研究 

スタート事故防止に向けたテクノロジー活用研究委員会と連携し、大時計映像

補助表示用ＬＥＤモニタ、スタート時における警告灯及び大時計目盛板等の発光

に関する調査を行った。 

 

（オ）技術連絡会議 

ボート・モーター等に関する性能向上、事故防止対策等について協議を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

１ 
令和５年 

９月２９日 

BOATRACE

六本木 

及び 

各レース場 

(リモート) 

７８名 

(報告事項） 

1.各種事故概要 

2.当面の事故防止対策 

(1)防護具の開発・改良 

(2)ボート・モーターの改良 

（審議事項） 

1.「個人ヘルメット使用に関する注

意事項」の一部改正について 

２ 
令和６年 

３月２２日 

BOATRACE

六本木 

及び 

各レース場 

(リモート) 

７０名 

（報告事項） 

1.各種事故概要 

2.当面の事故防止対策 

(1)防護具の開発・改良 

(2)ボート・モーターの改良 
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（カ）レスキュー訓練 

航走事故が発生した際、負傷選手を迅速に救助するとともに安全円滑な競技を

続行するため、各支部におけるレスキュー訓練を定期的に実施した。 

 

（３）ボート等の改善に関する調査研究 

（ア）ボート・モーターの性能改善研究 

競走の魅力向上を図り、公正かつ安全なレースを実施するため、ボート・  

モーター等改善研究委員会を３回開催し、現用ボート・モーターの性能改善等に

関する調査研究を行った。 

（ａ）ボート・モーターの安定性向上に関する調査（キャビテーションプレート等の

形状） 

（ｂ）直線航走時の接触事故防止に関する調査（プラグプロテクタの視認性、ボート

の視認性、ステアリングバーの改良、船尾の視認性、ボート側面の緩衝効果） 

（ｃ）次世代モーターに関する調査 

（ｄ）その他試作品の性能に関する調査 

 

（イ）防護具等の改善研究 

人身事故の未然防止を図るため、救命胴衣等の安全性向上に関する調査研究を

行った。 

（ａ）救命胴衣の安全性向上に関する調査 

（ｂ）ヘルメットの安全性向上に関する調査 

（ｃ）試作西日対策シールドに関する調査 

（ｄ）首周りの防護対策に関する調査（ネックガード） 

 

（ウ）整備士制度の運営 

モーターボート整備士規程に基づき、モーターボート整備士資格制度運営委員

会を開催し、モーターボート整備士資格試験を実施して資格の付与を行った。   

また、整備士の資質向上を目的として、整備士講習会を開催するなど整備士制

度の運営を行った。 

（ａ）モーターボート整備士資格制度運営委員会 

モーターボート整備士規程に基づき、整備士の資格試験、講習会等に関する

事項を審議するため、青葉六本木ビルにおいて１回開催した。 
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（ｂ）モーターボート整備士資格試験の実施及び資格の付与 

①モーターボート整備士資格試験 

モーターボート整備士規程に基づき、１級・２級モーターボート整備士資格試

験をヨコクラ病院及びボートレーサー養成所において実施した。 

回 級 実施年月日 受験者数 合格者数 

 ５７ １級 
令和５年 

７月６日・７日 

 ８名   ７名  

１１１ ２級  ７名   ７名  

１１２ ２級 １２月２２日  ８名   ８名  

 

②資格の付与 

項  目 １級整備士 ２級整備士 合  計 

令和４年度末の有資格者 ６６名  １４１名  ２０７名   

新資格者 ７名  １５名  ２２名   

資格再付与者 ０名  １名  １名   

消除者 ０名  １３名  １３名   

令和５年度末の有資格者 ７３名  １４４名  ２１７名   

 

（ｃ）整備士講習会 

整備士の資質向上を目的として、整備に関する知識及び技量の向上を図った。 

①モーターボート整備士講習会 

回 実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

１ 
令和５年 

１０月 ３日・ ４日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

三国 
４２名 

1.業界の一般情勢 

2.技術講話・技術実習 

3.ビデオレポート 

4.技術課業務説明 

5.業務検討会 

6.施設見学 

２ １０月２５日・２６日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

平和島 
４５名 

３ １２月１０日・１１日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

常滑 
３８名 

４ 
令和６年 

１月２７日・２８日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

若松 
３８名 

５ ２月 ８日・ ９日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

徳山 
４８名 
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②２級モーターボート整備士試験講習会 

モーターボート整備士として必要な知識と技術を習得させるとともに、競走の

公正と安全を確保するうえで必要な業界の一員としての自覚や整備士心得等につ

いても会得させ、２級整備士資格取得の一助となるための講習会を行った。 

実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

令和５年 

１１月２２日～１２月２１日 

ヨコクラ病院

及び 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ養成所 

８名 

1.整備 

2.計測 

3.操縦 

4.故障探究 

5.学科 

6.修了試験 

 

７．競走の公正かつ円滑な実施を図るための企画・立案 

（１）諸体制の強化 

（ア）モーターボート競走連絡協議会 

ボートレースの運営に関し、関係者間の連絡調整を図るとともに、ボートレー

ス場毎の年間開催回数及び年間開催日数について、ボートレース場の運営体制等

を勘案し、ボートレース場間の調整を図った。 

会議名・実施年月日 内  容 

モーターボート競走連絡協議会 

開催日数等調整会議 

令和５年１１月１４日  

1.令和６年度モーターボート競走の開催回

数及び開催日数について 

 

（イ）ボートレース会議 

  ボートレース業界全体で推進する施策について、中央団体の代表者を招集し、

活性化策の意思決定を行う会議に参加した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

７ 
令和５年 

５月２５日 

BOATRACE

六本木 
９名  

1.今後の業界スローガンについて 

2.スタート事故防止に向けたテク

ノロジー活用研究委員会の推進

方針について 

3.今後の重点施策について（関係団

体会議からの上程） 

８ 
令和６年 

１月２２日 

シェラトン

都ホテル

東京 

８名  

1.重点施策に関する進捗及び今後

の推進方針について 

2.カーボンニュートラル対応にお

ける推進状況について 

3.２０２３年次売上について 
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（ウ）ボートレース関係団体会議 

  ボートレース業界全体で推進する施策について、中央団体の代表者を招集し、

活性化策の具体的検討を行う会議に参加した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

２０ 
令和５年 

４月１９日 

BOATRACE

六本木 
１９名  

1.２０２２年度売上報告について 

2.ボートレース会議に上程する関

係団体会議重点施策について 

3.２０２４年度以降のミッドナイ

トレースについて 

２１ ５月１７日 
BOATRACE

六本木 
１８名  

1.２０２４年度以降ミッドナイト

レースの開催方針確認について 

2.ボートレース会議上程用の重点

施策確認について 

２２ ６月２１日 
BOATRACE

六本木他 
２１名  

1.ボートレース会議の開催結果に

ついて 

2.今後の重点施策の進め方につい

て 

3.自然災害等の影響を受ける前検

日対応について 

4.ペアボートの再開について 

２３ ７月１９日 
BOATRACE

六本木他 
１９名  

1.上半期売上及びＳＧグランド

チャンピオン売上報告について 

2.今後の重点施策の進め方につい

て 

3.「ＯＮＥ ＦＡＭＩＬＹ」ロゴ

について 

２４ ８月１６日 
BOATRACE

六本木 
１７名  

1.ＳＧオーシャンカップ、ＰＧⅠ

レディースチャンピオン売上報

告及び大村ミッドナイト売上速

報について 

2.重点施策の進捗について 

3.直前の開催日程の変更について 

4.「ＯＮＥ ＦＡＭＩＬＹ」ロゴ

について 

２５ ９月２０日 
BOATRACE

六本木 
１６名  

1.ミッドナイト＆ＳＧメモリアル

の売上分析について 

2.重点施策の進捗報告について 
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２６ １０月１８日 
BOATRACE

六本木 
１７名  

1.２０２３年度上半期売上及びス

タート事故報告について 

2.重点施策の進捗報告について 

3.共同窓口の設置について 

4.「ＯＮＥ ＦＡＭＩＬＹ」ロゴ

について 

２７ １１月１５日 
BOATRACE

六本木 
１７名  

1.ＳＧボートレースダービー売上

報告について 

2.重点施策の進捗報告について 

２８ １２月１５日 
BOATRACE

六本木 
１６名  

1.ＳＧチャレンジカップ売上報告

について 

2.重点施策の進捗報告について 

3.開催日数の少ない月の対応につ

いて 

4.開催区分重複・進行時間の調整

について 

２９ 
令和６年 

１月１７日 

BOATRACE

六本木 
１６名  

1.２０２３年次・ＳＧグランプ

リ・ＰＧⅠクイーンズクライ

マックス売上報告について 

2.重点施策の進捗報告について 

3.２０２４年度開催日程について 

３０ ２月２１日 
BOATRACE

六本木 
１６名  

1.ＰＧⅠボートレースバトルチャ

ンピオントーナメント売上報告

について 

2.重点施策の進捗報告について 

３１ ３月１９日 
BOATRACE

六本木 
１６名  

1.ＳＧクラシックＡＩ売上予測に

ついて 

2.重点施策の進捗報告について 

 

（エ）公営競技各団体との連絡会議等 

（ａ）公営競技企画連絡会議 

他公営競技と各種情報の交換を図るため、各公営競技団体の事務所において開

催する会議に参加した。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

２５１ 
令和５年 

５月１２日 
ＪＲＡ ２３名  

1.公営競技の当面の諸問題につ

いて 
２５２ １０月 ５日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

戸田 
１９名  

２５３ 
令和６年 

１月２４日 
ＮＡＲ ２３名  
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（ｂ）公営競技会長・理事長懇談会 

他公営競技と各種情報の交換を行った。 

回 実施年月日 出席者数 内  容 

１４０ 
令和５年 

７月１３日 
７名  

1. 当面の諸問題について 

１４１ １１月１７日 ７名  

 

（２）ボートレースの普及及びイメージアップを図るための広報 

（ア）スター選手育成に関する事業 

 スター選手育成実行部会を開催し、スター候補選手の選考を行い、スター選手

としての心構えや他競技のスポーツ選手による講話、メディア体験研修等のトッ

プルーキー講習会やフレッシュルーキー実技訓練を実施し、スキルアップを図っ

た。 

 また、地区別合同実技訓練担当者会議を開催し、地区別合同実技訓練の内容を

見直すなど若手選手の技量向上に努めた。 

（ａ）スター選手育成実行部会 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

２５ 
令和５年 

１１月１６日 

BOATRACE

六本木 
１１名  

1.２０２４スター候補選手の選出

について 

2.２０２４スター候補選手のＰＲ

展開について 

3.２０２４トップルーキー講習会

について 

4.２０２４フレッシュルーキー 

実技訓練について 

 

（ｂ）２０２４トップルーキー講習会 

実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

令和６年２月２８日 
BOATRACE

六本木他 
７名  

1.他競技のトップアスリートによ

る講話 

2.体幹トレーニング 

3.トップルーキーとしての心構え

について 
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（ｃ）フレッシュルーキー実技訓練 

①２０２４フレッシュルーキー実技訓練 

回 実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

１ 

令和５年 

４月１０日 

～１２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｻｰ 

養成所 

１４名  

1.操縦 

2.実技指導選手による講話 

3.スター選手育成実行部員による

講話 

4.体幹トレーニング 

２ 
４月１９日 

～２１日 
１７名  

３ 

令和６年 

３月 ５日 

～ ７日 

１２名  

 

（ｄ）令和５年度地区別合同実技訓練担当者会議 

実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

令和５年６月１６日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

大村 
１５名  

1.次年度以降の訓練内容等につい

て 

 

（ｅ）地区別合同実技訓練 

地区 実施年月日 実施場所 参加者数 内 容 

関東 

令和５年 

６月２０日 

・２１日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

多摩川 
８名  

1.操縦訓練 

（小型カメラ撮影含む） 

2.整備訓練 

3.プロペラ修整 

８月 ８日  
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

江戸川 
７名  

１０月２５日 

・２６日  

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

桐生 
９名  

東海 

令和５年 

８月２１日 

 ・２２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

津 
５名  

９月１３日 

・１４日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

浜名湖 
９名  

１０月１０日 

・１１日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

常滑 
８名 

近畿 

令和５年 

５月２５日 

・２６日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

琵琶湖 
８名  

９月 ６日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

三国 
６名  

１１月 １日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

琵琶湖 
８名  
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中四国 

令和５年 

５月２５日 

・２６日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

児島 
７名  

７月 ４日 

・ ５日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

鳴門 
 ５名  

８月２１日 
ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

宮島 
７名 

九州 

令和５年 

６月１７日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

大村 
８名  

８月 １日 

・ ２日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

芦屋 
１０名  

１０月１８日 

・１９日 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

福岡 
１１名  

 

（ｆ）スター候補選手のパブリシティ 

スター候補選手を積極的に活用することにより、各地のマスコミ（地方紙、全

国紙支局、ラジオ等）にて、スター候補選手自身のＰＲを通じてボートレースの

啓発、主要レースの話題化を図るとともに選手募集活動のＰＲを行った。 

 

（イ）広報の充実 

（ａ）広報活動 

①ＳＧ競走等 

８ＳＧ競走、５プレミアムＧＩ競走、ＧⅡ全国ボートレース甲子園競走・レ

ディースオールスター競走、選手養成訓練修了記念競走・修了式、入所式、優秀

選手表彰式典等の話題性のある内容について、お客さまをはじめ、社会全般に対

しボートレースの広報を行った。 

 

②一般パブリシティ 

Ｗｅｂ、新聞、雑誌、テレビ、ラジオ等、全国のマスメディアに対してボート

レース事業のパブリシティ活動を積極的に行い、業界のイメージアップを図った。 

 

③ペイドパブリシティ 

新聞、雑誌等のマスメディアへの選手募集を中心としたペイドパブリシティ活

動を行い、選手の認知度向上、業界のイメージアップを図った。 

 

④公式ＳＮＳ 

若年層の取り込みを図るため、公式ＳＮＳとしてのフェイスブック及びインス

タグラムを運営し、ＳＧ競走等における密着レポート等の情報発信を定期的に

行った。 
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（ｂ）資料作成等 

業界関係者、マスコミ関係者に対する広報、宣伝活動に活用するための資料

を作成するとともに、選手成績等に関わる広報関係データベースのシステムを

開発した。 

①各種レース写真提供及び競走成績に関する資料作成 

②選手成績等に関わる広報関係データベースのシステム開発 

 

（ｃ）優秀選手の表彰 

選手の競走意欲の助長とＰＲ効果を高め、かつ、ボートレースのイメージ 

アップを図るため、優秀選手表彰規程に基づき選考委員会並びに表彰式典を 

行った。 

①選考委員会 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年１月５日 
青葉六本木

ビル 
９名  

1.優秀選手表彰規程に基づく優秀選

手の選出について 

 

②優秀選手表彰式典 

実施年月日 実施場所 参加者数 内  容 

令和６年２月１日 

品川 

プリンス 

ホテル 

約４００名 
1.選考委員会で選出された優秀選手

表彰について 

 

（ウ）選手の募集 

（ａ）募集担当者会議  

選手募集活動のあり方を検討し、円滑な募集活動の実施を図るため開催した。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和５年４月１２日 
ＫＩＴＥＮＡ

新大阪 
 ５４名  

1.入所試験結果、養成訓練状況等に

ついて 

2.選手募集について 

 

（ｂ）選手募集活動促進のための広報 

①募集イベントの実施 

振興会と協力し、東京、愛知、大阪の大都市圏の商業施設において募集ブース

を設置したほか、北海道、岩手、宮城などの高校において募集イベントを実施し

た。 
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②ポスター、パンフレット等の配布 

第１３６期及び第１３７期選手養成員の募集活動として、振興会と協力し、募

集用ポスター、パンフレット等を作成し、ボートレース場、ボートレースチケッ

トショップ等へ配布した。 

 

③Ｗｅｂ等を活用した資料請求 

ボートレースオフィシャルＷｅｂや各ボートレース場のホームページ、携帯電

話のサイトを活用した資料請求の通年受付を実施した。 

 

④受験申請書のダウンロード 

選手募集Ｗｅｂページにおいて、ＰＤＦ及びＥＸＣＥＬの受験申請書のダウン

ロードを可能とし、受験生の利便性向上を図った。 

 

（エ）資料の収集、諸統計の作成及び刊行物の発行 

ボートレース事業の現況をお客さま及び関係者等に周知・徹底するため、各種

資料を作成し、ボートレース業界のトピックス内容をＳＮＳで配信した。 

①ニュースリリース （随時） 

②マンスリーレポート（毎月１回） 

③公式ＳＮＳ    （年間約１,１００回） 

 

（３）集客のための広報 

（ア）ＳＧ競走等の広報支援 

（ａ）ＳＧ競走の広報 

売上向上のために各種リリース発信、競走開催中の記者席対応等、幅広くマス

メディアへの情報提供を行った。 

 

（ｂ）プレミアムＧＩ競走等の広報 

ボートレースバトルチャンピオントーナメント、クイーンズクライマックス、

マスターズチャンピオン、ヤングダービー、レディースチャンピオン、全国ボー

トレース甲子園、レディースオールスターの注目度を高めるため、各種リリース

発信、競走開催中の記者席対応等、幅広くマスメディアへの情報提供を行った。 

 

（ｃ）ボートレースオールスター及びレディースオールスター出場選手のファン投票

方法の充実 

ボートレースオールスター及びレディースオールスターのファン投票の充実を

図るため、ファン投票の日に限定したマークシートによる投票に加え、ボート

レースオフィシャルＷｅｂ及びスマートフォンを活用した投票を実施した。 
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（イ）全国広報・宣伝担当責任者会議 

振興会との共催で、全国広報・宣伝担当責任者会議を開催し、令和６年のボー

トレースＣＭなどボートレースに係る広報全般について連絡・周知を図った。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和５年１２月６日 
ＴＫＰ 

品川 
１２４名 

1.ＢＯＡＴＲＡＣＥ振興会広報部の

事業概要等について 

 

（ウ）広報研修会議 

ボートレースにおける広報活動の重要性を確認し、具体的な広報活動の進め方

について研修を行い、本部広報課と支局の広報対応の強化を図った。 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年３月４日 
ＴＫＰ赤坂 

及びＴＢＳ 
 ２０名  

1.メディアと広報の現状について 

2.ＴＶ企画が通るまで  

3.施設見学 

 

（４）関係者の資質向上に関する事業 

（ア）人事研修会 

執行役員及び幹部職員を対象に労働法に係る知識習得等を図るため、人事研修

会を実施した。 

 

（イ）労務研修会 

執行役員及び幹部職員を対象にメンタルヘルスに係る知識習得等を図るため、

労務研修会を実施した。 

 

（ウ）階層別人事労務個別研修会 

幹部職員を対象に人事考課制度及びリーダーシップに係る知識習得を図るため、

また、若手・中堅職員を対象にハラスメントに係る知識習得等を図るため、それ

ぞれ階層別人事労務個別研修会を実施した。 

 

（５）その他の事業 

（ア）永年功労者の表彰 

永年功労者表彰規程に基づき､永年にわたり本会関係者または選手としてボート

レースの発展に寄与した功労者に対し、各ボートレース場等にて表彰を実施した。 

勤続年数 競走会 選 手 合 計 

３０年 ２９名 ４４名  ７３名 

２０年 １８名 ５８名  ７６名 

合 計 ４７名 １０２名 １４９名 
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モーターボート整備士規程に基づき、永年にわたり整備士としてボートレース

の発展に寄与した功労者に対し、各ボートレース場にて表彰を実施した。 

勤続年数 整備士 

３０年 ３名 

２０年 １名 

合 計 ４名 

 

（イ）売上新記録達成ボートレース場の表彰 

節間売上において新記録を達成したボートレース徳山に対し、売上新記録表彰

を実施した。 

 

８．海事知識の普及 

（１）アマチュアモーターボートレースの支援 

各種アマチュアモーターボートレース等への協賛を行い、競走会会長賞を交付し、

海事知識の普及を図った。 

 

（２）ゴムボート大会等の実施 

ボートレース事業への理解と海事知識の普及を図るため、ボートレース場等にお

いて、近隣地域の住民を対象としたゴムボート大会等を実施した。 

 

（３）各地海事広報協会との共同事業の実施 

ボートレース場が存在する各地海事広報協会との共同により、主にボートレース

場等を活用したパネル展示等を実施し、海事知識の普及を図った。 

実施場所 実施年月日 内 容 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

桐生 

令和５年 

９月１７日  
海事関係資料配布による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

戸田 
５月２０日  海事関係資料配布による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

江戸川 
 ８月２７日  海事関係資料配布による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

平和島 
１０月２１日  海事関係資料配布による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

多摩川 
 ７月３０日  海事関係資料配布による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

浜名湖 
 ７月 ６日他 清水港周辺海事施設にて海洋教室を実施 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

蒲郡 
８月２２日他 伊勢湾クルーズ開催時に普及活動 
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ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

常滑 
８月２２日他 伊勢湾クルーズ開催時に普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

津 
   ８月２４日  四日市コンビナートクルーズ開催時に普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

三国 
７月２９日  

バーチャルボートレース体験参加者に海事関係資

料を配付 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

琵琶湖 
 ７月１６日他 ゴムボート大会開催時に普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

住之江 
１０月２２日他 住之江フェスティバル開催時に普及活動他 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

尼崎 
 ８月 ６日他 尼崎ボートフェスティバル開催時に普及活動他 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

鳴門 
 ７月２１日他 パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

丸亀 
８月 １日他 パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

児島 
 ７月２９日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

宮島 
 ８月 ８日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

徳山 
 ８月２７日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

下関 
 １０月 ７日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

若松 
 ７月 ８日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

芦屋 
 ６月１０日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

福岡 
 ７月１７日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

唐津 
 ７月２３日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

大村 
 ９月 ２日  パネル展示等による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

ﾁｹｯﾄｼｮｯﾌﾟ

京都やわた 

 １０月 １日他 海の写真コンクール受賞作品展示による普及活動 

ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ 

ﾁｹｯﾄｼｮｯﾌﾟ

梅田 

１０月 １日他  海の写真コンクール受賞作品展示による普及活動 
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Ⅲ．実施した競走実施業務以外の業務 

 

１．その他本会の目的を達成するために必要な事業 

（１）広域発売の推進 

競走会運営型ボートレースチケットショップにおいて舟券の発売等に関する事務、

ギャンブル等依存症対策、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策、その他運営に

関する広報宣伝、集客イベント等を行うとともに、競走会運営型ボートレースチ

ケットショップ運営責任者を招集した会議を開催し、効率的な運営、情報共有等を

図った。 

（ア）競走会運営型ボートレースチケットショップ責任者会議 

実施年月日 実施場所 出席者数 内  容 

令和６年３月１４日 
ＴＫＰ 

新大阪 
１１名  

1.令和５年度公営競技の売上状況等

について 

2.公営競技の場外発売場の設置状況

について 

3.令和５年度競走会運営型ボート

レースチケットショップの収支状

況について 

4.令和６年度以降の競走会運営型

ボートレースチケットショップの

方針について 
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Ⅳ．理事会、評議員会等の開催及び認可事項 

 

１．理事会、評議員会等 

（１）理事会 

定款に基づき８回開催し、以下について審議を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内 容 

６７ 
令和５年 

５月１１日  

BOATRACE 

六本木 
１１名  

第１号議案 

令和４年度事業報告に関する件 

第２号議案 

令和４年度決算に関する件 

第３号議案 

公益目的支出計画実施報告書に関

する件 

第４号議案 

第１７回評議員会の日時及び場所

並びに目的である事項に関する件 

報告事項 

各理事の職務執行状況に関する件 

６８ 

  

５月３０日付 

  

書面決議 １１名  

第１号議案 

常勤の理事の選定に関する件 

第２号議案 

役員報酬に関する件 

６９ 

 

７月 ５日 

  

BOATRACE 

六本木 
１２名  

第１号議案 

令和６年度ＳＧ競走等の開催地に

関する件 

第２号議案 

競走会諸規程及び諸内規の一部改

正に関する件 

７０ １０月１９日付 書面決議 １２名  

第１号議案 

一般財団法人ＢＯＡＴＲＡＣＥ振

興会との確認書の締結に関する件 

７１ 
令和６年 

２月 １日付 
書面決議 １２名  

第１号議案 

任期満了に伴う次期執行役員の選

任に関する件 

第２号議案 

主たる事務所の移転に関する件 

７２ ２月２２日   
BOATRACE 

六本木 
１２名  

第１号議案 

令和５年度収支予算の一部変更に

関する件 

第２号議案 

 令和６年度事業計画に関する件 

第３号議案 

 令和６年度収支予算に関する件 
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第４号議案 

競走会諸規程及び諸内規の一部改

正に関する件 

第５号議案 

事務所移転に伴う費用負担に関す

る件 

第６号議案 

第１８回評議員会の日時及び場所

並びに目的である事項に関する件 

報告事項 

各理事の職務執行状況に関する件 

７３ ３月２８日付 書面決議 １２名  

第１号議案 

一般財団法人ＢＯＡＴＲＡＣＥ振

興会との取引に関する件 

 

（２) 評議員会 

定款に基づき１回開催し、以下について審議を行った。 

回 実施年月日 実施場所 出席者数 内 容 

１７ 
令和５年 

５月２６日 

BOATRACE 

六本木 
４名  

第１号議案 

令和４年度決算に関する件 

第２号議案 

理事の選任に関する件 

報告事項 

令和４年度事業報告に関する件 

公益目的支出計画実施報告書に関

する件 

 

２．認可事項 

（１）役員の選任について 

令和５年６月６日（国海総第８６号） 

 

（２）令和５年度収支予算変更について 

令和６年３月７日（国海総第３５５号） 

 

（３）令和６年度事業計画及び収支予算について 

令和６年３月７日（国海総第３５６号） 
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３．三規程委員会委員（令和６年３月３１日現在） 

（１）選手、審判員及び検査員登録資格審査会 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

弁 護 士  三 浦 雅 生 委  員  長 

東京都六市競艇事業組合 事 務 局 長 村 野 正 義  

選 手 会 専 務 理 事 鈴 木 茂 正  

競 走 会 常 滑 支 部 執 行 役 員 新 美 茂 典  

競 走 会 児 島 支 部 執 行 役 員 中 地 清 二  

競 走 会 徳 山 支 部 執 行 役 員 山 門   曻  

競 走 会 本 部 業 務 部 長 茅 野 知 宏  

 

（２）選手出場あっせん委員会 

所 属 役  職 氏  名 備  考 

振 興 会 常 務 理 事 香 川 洋 一 委  員  長 

府中市ボートレース企業局 企 業 局 長 柏 木 茂 永  

選 手 会 専 務 理 事 鈴 木 茂 正  

競 走 会 桐 生 支 部 執 行 役 員 渡 辺 和 幸  

競 走 会 本 部 業 務 部 長 茅 野 知 宏  

 

（３）選手、審判員及び検査員褒賞懲戒審議会 

所  属 役  職 氏  名 備  考 

弁 護 士  三  浦  雅  生 委  員  長 

保 安 協 会 常 務 理 事 岩 﨑 和 彦  

全 施 協 専 務 理 事 佐 藤   慶  

戸田ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ企業団 事 務 局 長 八木橋 英 一  

箕面市ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ事業局 ﾎﾞｰﾄﾚｰｽ事業管理者 栢 本 貴 男  

施 設 協 事 務 局 長 赤 坂 忠 男  

選 手 会 専 務 理 事 鈴 木 茂 正  

競 走 会 本 部 理 事 水 谷   剛  

競 走 会 丸 亀 支 部 執 行 役 員 尾  藤  弘  之  

競 走 会 下 関 支 部 執 行 役 員 岩 田 政 次  
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４．役員、評議員及び職員（令和６年３月３１日現在） 

（１）役員 １４名 

役職名・氏  名 現 職 

会  長  小 髙 幹 雄 

理 事 長  潮 田 政 明 

常務理事  横 山 久 也 

〃    堀   正 直 

〃       林   昌 彦 

〃    渡 邉 哲 宏 

理  事  野 村 真 人 

〃    森 永   洋 

  〃    水 谷   剛 

〃    大 内 桂太郎 

〃    照 沼 幸 雄 

〃    髙 野 浩 一 

監  事  篠 原 通 夫 

〃    山 本   厚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公認会計士・税理士 

弁護士 

 

（２）評議員 ５名 

氏  名 現 職 

伊 東 髙 廣 株式会社日本レジャーチャンネル 代表取締役社長 

笹 川 順 平 公益財団法人日本財団 常務理事 

佐 野 慎 輔 産経新聞 客員論説委員 

菅 原 悟 志 公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団 理事長 

三 浦 雅 生 弁護士 

（５０音順）  

 

（３）職員等 

令和５年度の採用者は２９名、退職者は８名であった。 

また、令和６年３月３１日の現在員数は、７６８名であった。 
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５．その他 

（１）令和６年３月３１日現在の株式保有の概要 

名  称   ：株式会社日本レジャーチャンネル 

事務所の所在地：東京都港区六本木５－１６－７ ＢＯＡＴＲＡＣＥ六本木１階 

資 本 金    ：１億円 

事業内容     ：ボートレースを主とした映像・情報の提供及びレジャー番組の

企画・制作 

役員数及び代表者の氏名：８名（非常勤４名含む） 

代表取締役社長   伊東 髙廣 

従業員の数  ：７６名 

保有する株式数及び割合：１,０００株、５０％ 

当該株式等の入手日：平成４年４月１７日 

当会との関係 ：当会と株式会社日本レジャーチャンネルとは別組織体であり、

経理処理の混同、職員の兼務、不合理な資金融通等は一切行わ

れていない。 

 



令和５年度事業報告書の附属明細書について 
 
 
令和５年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書に記載する「事業報告の内容を補

足する重要な事項」が存在しないので作成しない。 
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